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あぜ道の草刈活動

イラスト（学生ボランティア情報局　松川健太）

近藤さん：今生息しているヘイケボタルを守るために
調査活動・保護活動・広報活動の3本の柱で活動して
います。

　日本には、約50種類の蛍が生息しているといわれて
いますが、その中でも成虫が発光するホタルでよく知ら
れているのが、ゲンジボタル、ヘイケボタル、ヒメボタル
の３種類です。祖父江町にはヘイ
ケボタルが多く生息しています。
　今回は「祖父江のホタルを守る
会」代表の近藤さんに今までの活
動について話をうかがいました。

設立年月日／平成19年12月21日
会　員　数／48名　※賛助会員7名含む　（平成20年12月26日現在）
代　表　者／近藤　修
問　合　先／稲沢市社会福祉協議会ボランティアセンター
　　　　　　　TEL.0587-23-6713

ＮＰＯ法人 祖父江のホタルを守る会
～ひととホタルとの共生を目指して～

どんな活動をしていますか？

近藤さん：ホタルがどんな環境で生息しているのかを
調査することで、人間が耕作する田んぼやあぜ道、水
路の大切さがわかりました。ホタルの棲める環境は
徐々に悪化しておりますが、タニシなどを食べるホタ
ルの幼虫にとってやさしい、生息にねざした農法に取
り組まれているかたもいらっしゃいます。
　また、「ホタルを守る」ということは、ホタルを養殖
し、観光化することではありません。人の手によって
守れる自然の中で、ホタルが飛び回れる環境を整える

ことです。「ホタ
ルを守る会」を通
して、ホタルが棲
みやすい環境は人
間にも住みやすい
環境であることが
分かりました。

　　　　　（取材：塚本）

活動を通して
どんなことが分かりましたか？

近藤さん：過去５年間は、祖父江のホタルの生息状況
を詳しく知るために、調査を主にデータ収集の活動を
してきました。

その中で重点をおいた活動は
何ですか？

私たちは自然保護活動を
一緒に行う仲間（会員）を
募集しています！！

私たちは自然保護活動を
一緒に行う仲間（会員）を
　　募集しています！！








